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基礎セミナー
話題提供２

教員：山﨑耕造

環境の基礎

２０１８年１０月１８日
名大基礎セミナーＢ



３Eトリレンマ
３Ｆトリレンマ



１３８億光年
銀河団、超銀河団

１０１８ｋｍ
銀河系

１０１０ｋｍ
太陽圏

１０，０００ｋｍ
磁気圏

（１，０００ｋｍ）
（電離層）

１００ｋｍ
大気圏

０ｍ 生物圏

地圏 水圏

地球から宇宙へ

１天文単位
1.5x108 km

地球の半径
6，370 km

遠未来
近未来
現在
過去
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太陽圏



5
トコトンやさしい「太陽の本」（山﨑耕造著）より
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太陽の内部構造

「太陽エネルギー発電の本」より
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磁気圏
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地磁気の発生

「プラズマの本」より



15「プラズマの本」より
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大気圏
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「トコトンやさしい太陽エネルギー発電の本」（山﨑著）より
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水圏



22「太陽エネルギー発電の本」より



デイ・アフター・トゥモロー The Day After Tomorrow
2004年 米国ＳＦ／パニック映画
監督 ローランド・エメリッヒ

温暖化による海流の急変により、氷河期到来
深層 熱塩循環

●コラム 熱塩循環



コラム３ 熱塩循環
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地圏
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大陸移動説とウイルソンサイクル

1912年 ドイツの地球物理学者
アルフレッド・ウェゲナー

著書『大陸と海洋の起源』

1966年 カナダの地質学者
ツゾー・ウイルソン

約10億年前 「ロディニア大陸」
約6億年前 「ゴンドワナ大陸」
2.5億年前 超大陸「パンゲア大陸」
現在
数億年後 新超大陸
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生物圏



生物種の大量絶滅



「エネルギーの本」（山﨑耕造著）より
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ハビタブルゾーン

「太陽エネルギー発電の本」（山﨑耕造著）より
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現代の地球環境問題



３Eトリレンマ
３Ｆトリレンマ





映画で見る環境問題

不都合な真実

（２００６年 アメリカ）

地球温暖化問題の指摘

講演会の模様の

ドキュメンタリー

アル・ゴア前米副大統領（５９）と

「気候変動に関する政府間パネル」
（ＩＰＣＣ、事務局ジュネーブ）に

ノーベル平和賞
２００７年１０月



「９つの誤り」

１. 太平洋サンゴ礁が温暖化で沈みつつあり住民が避難している、の証拠はない
２. メキシコ湾流が止まって西ヨーロッパが氷期に入る，の可能性は非常に低い
３. 65万年の二酸化炭素と気温の相関の解釈は正しくない
４. チャド湖の縮小は地球温暖化が原因，ではなく人口増加等の影響と考えられる
５. キリマンジャロ山の雪が消えた原因は人工的な地球温暖化、は不明
６. ハリケーン・カトリーナは地球温暖化のため、は証拠不十分
７. ホッキョクグマが溺れたのは北極の氷が減ったから、は間違い
８. サンゴ礁の白化の原因は複雑
９. 近い将来に海面が急速に６ｍ上昇する、は極端すぎる

英国での裁判
教材として使う時の留意点

Presentation is 'broadly accurate' but lacks balance
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